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会
員
の
皆
さ
ま
、
日
ご
ろ
よ
り
旭
窓
会
の
活

動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

母
校
旭
高
校
の
地
元
大
阪
は
、
比
較
的
自
然

災
害
の
少
な
い
地
域
で
す
が
、
今
年
は
、
６
月

に
大
阪
北
部
地
震
が
あ
り
、
さ
ら
に
７
月
の
豪

雨
が
追
い
打
ち
を
か
け
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ

れ
た
会
員
や
ご
家
族
、
親
し
い
方
々
も
相
当
数

お
あ
り
か
と
思
い
ま
す
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
地
震
・
西
日
本
豪
雨
で

特
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
地
域
の
、
大

阪
府
及
び
広
島
・
岡
山
・
愛
媛
の
各
県
へ
、
旭

窓
会
と
し
て
お
見
舞
金
を
拠
出
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

会
員
親
睦
推
進
や
若
い
世
代
の
参
加
を
図
る

　

本
年
は
、
旭
窓
会
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
1
つ

で
あ
る
、「
会
員
相
互
の
親
睦
」
を
推
進
し
、

集
い
の
場
づ
く
り
の
拡
大
を
図
る
た
め
、【
同

期
会
開
催
時
期
一
覧
表
】
を
旭
窓
会
の
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
学
年
理
事
（
代
表
）
に
は

「
会
員
録
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
で
あ
る
、
若
い
世
代
の
方
々
の
同
窓
会

活
動
へ
の
参
加
・
啓
発
の
た
め
に
、
昨
年
９
月

か
ら
は
じ
め
ま
し
た
『
旭
窓
オ
フ
会
』
を
今
後

も
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
異
業
種
交
流
会
の
カ

ジ
ュ
ア
ル
版
と
し
て
、
さ
ら
に
手
軽
で
参
加
で

き
る
茶
話
会
版
と
し
て
、
若
い
世
代
の
方
々
に

興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
で
開
催

し
、
こ
れ
か
ら
も
情
報
提
供
手
法
の
さ
ら
な
る

開
発
に
ト
ラ
イ
し
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
総
会
の
開
催
に
向
け
て

　

昨
年
の
総
会
で
、
神
奈
川
県
か
ら
出
席
さ
れ

た
会
員
の
方
か
ら
、
総
会
を
東
日
本
で
開
催
し

て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
改

め
て
調
べ
て
み
る
と
、
東
日
本
に
は
約
8
0
0

名
の
会
員
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
東
日
本

で
総
会
を
開
催
し
た
こ
と
が
な
く
、
思
案
に

く
れ
て
お
り
ま
し
た
。
思
い
つ
い
た
の
が
、

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
す
。開
催
期
間
中
は
無
理
で
す
が
、

『
T
O
K
Y
O
2
0
2
0
』
に
旭
窓
会
東
日
本

支
部
の
同
窓
会
を
開
催
す
れ
ば
、
メ
モ
リ
ア
ル

な
催
し
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
実
施
に
む
け
て

検
討
に
入
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
9
月

に
は
、
9
期
生
が
東
日
本
で
同
期
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

そ
の
翌
年
2
0
2
1
年
に
は
、
母
校
旭
高
校

は
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
記
念
事
業
は
、

学
校
が
主
体
と
な
っ
て
学
校
史
の
編
纂
や
周
年

事
業
の
検
討
に
入
る
と
の
こ
と
で
す
。
旭
窓
会

と
し
て
も
最
大
限
の
協
力
・
支
援
を
お
こ
な
い

ま
す
。

会
則
改
正
へ

　

旭
窓
会
の
運
営
強
化
の
た
め
に
、
本
年
は
会

則
改
正
を
実
施
し
、
今
後
は
細
則
の
制
定
も
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

　

旭
窓
会
活
動
の
原
点
は
、
同
窓
会
・
同
期
会
・

O
B
／
O
G
会
で
の
出
会
い
の
場
を
さ
ら
に

広
げ
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
役
目
で

あ
り
、
使
命
で
す
。
原
点
に
基
づ
い
て
、
組
織

や
仕
組
み
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

旭
窓
会
会
長
立
候
補
受
付
の
告
知

　

旭
窓
会
会
長
の
任
期
は
３
年
と
な
っ
て
お
り
、
上
坂
一
夫
会
長
の
任
期
は
2
0
1
8
年
の
総

会
で
満
了
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
2
0
1
8
年
１
月
13
日
開
催
の
役
員
会
で
旭
窓
会
会

長
選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
長
に
脇
広
之
副
会
長
（
20
期
）
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

選
考
委
員
会
は
、
次
期
会
長
候
補
を
左
記
の
要
綱
で
受
け
付
け
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

記

1. 立候補受付期間
	2018年度「旭窓」発送日
から10月26日まで

2. 届け出先
宮脇広之選考委員長宛
　住所　〒574−0073

3. 受付要件
	期日までに書面で立候補届
を選考委員会宛に届ける。

4. 	候補者とは、正会員10名の推
薦状を添えた候補者、もしく
は、役員会が設置した会長指
名委員会で会長候補に指名さ
れた候補者をいう。

会

長

改

選

旭窓会会長
上坂　一夫

（17期）

同
窓
会
活
動
の
充
実
に
む
け

組
織
・
仕
組
み
の
強
化
を
は
か
り
ま
す

official 旭窓会ホームページ

「旭窓会公式ホームページ」ご覧いただいていますか？

同窓生の、同窓生による、同窓生のための
HPづくりをめざします。

住所変更・ご提案・ご要望・ご意見　メール下さい。
http://kyokusoukai.info/index.php
《Eメール》asahi60@hyper.ocn.ne.jp

検 索旭 窓 会
「旭窓会」で検索して下さい。

メール登録もできます。 【HP製作スタッフ募集】



旭 窓 会 報（3）第46号 2018年（平成30年）９月29日

　

役
員
会
で
は
、
会
の
運
営
に
顧
問
会
・

拡
大
顧
問
会
を
開
き
、
広
く
意
見
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
顧
問
会
・
拡
大
顧
問

会
は
主
に
20
期
く
ら
い
ま
で
の
期
の
参

加
が
大
半
で
、
卒
業
年
次
の
若
い
会
員

の
参
加
の
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
別
途
開

催
し
て
い
る
異
業
種
交
流
会

で
は
30
期
以
降
の
期
の
参
加

が
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

卒
業
年
次
の
若
い
期
の
参
加

は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
実
情

で
す
。

　

若
い
期
の
意
見
を
旭
窓
会

の
運
営
に
活
か
す
方
策
を
模

索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
国

際
教
養
科
15
期
と
い
う
若
い

役
員
の
提
案
で
、「
オ
フ
会
」

を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
S
N
S
で
情
報
発
信
を

し
、
多
世
代
の
参
加
を
促
す

試
み
で
す
。

　

第
１
回
は
、
昨
年
９
月
16

日
に
異
業
種
交
流
会
の
カ

ジ
ュ
ア
ル
版
と
し
て
、
心

斎
橋
の
イ
タ
リ
ア
料
理
店

「
ロ
ー
ザ
ロ
ッ
チ
ェ
」
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
29
名
。
２
期
～
54
期
の
幅

広
い
同
窓
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

少
し
だ
け
リ
ッ
チ
な
昼
食
と
気
軽
に

ワ
イ
ン
・
ビ
ー
ル
を
飲
む
と
い
う
、
そ

ん
な
雰
囲
気
の
中
、
全
員

が
打
ち
と
け
あ
っ
た
集
い

で
し
た
。

　

第
２
回
は
今
年
５
月
19

日
、「
オ
フ
会
」
と
し
て
京

橋
の
コ
ム
ズ
ガ
ー
デ
ン
の

英
国
屋
で
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　

極
め
て
普
通
の
喫
茶
店

に
、
三
々
五
々
と
集
ま
る

本
格
的
な
オ
フ
会
で
し
た
。

参
加
者
14
名
は
初
対
面
で

も
、
旭
繋
が
り
だ
け
で
な

に
か
と
話
が
盛
り
上
が
る

そ
ん
な
オ
フ
会
で
し
た
。

　

３
回
目
は
、「
旭
窓
」
発

送
時
期
の
9
月
29
日
に
、

ハ
ー
ト
ン
ホ
テ
ル
南
船
場

の
ロ
ー
ザ
ロ
ッ
チ
ェ
で
、

異
業
種
交
流
会
カ
ジ
ュ
ア

ル
版
と
し
て
開
催
し
ま
し

た
。

昨
年
９
月
と
今
年
５
月

オ
フ
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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改正後 改正前

第３条
本会は卒業年次を同じくする正会員により組織する年次同期会を置
く 第３条

本会は卒業年次を同じくする正会員により組織年次同期
会の他、職域支部・地域支部及びクラブOB・OG会等
をおくことができる

２ 年次同期会のほかに、クラブOB・OG会及び地域支部・職域支部
をおくことができる

３ クラブOB・OG会及び地域支部・職域支部を組織したときは、役員
会の議を経て会長が承認する

第12条 本会は目的達成のため、以下の委員をおく 第12条 本会は目的達成のため、以下の委員を置く

２

学年理事は、母校卒業時に同学年の互選により選出し、年次同期
会を代表する
OB・OG会長は、クラブOB・OG会を代表する
支部長は、地域支部・職域支部を代表する

２

学年理事　母校卒業時に同学年の互選により選出し、
年次同期会を代表する

削除 ３ 学年幹事　同学年の互選により選出し、学年理事に変
わり年次同期会を代表する

３ 学年理事、OB・OG会長、支部長は会の動静を本会に報告する ４ 幹事　年次同期会、職域支部、地域支部、クラブOB・
OG会等を代表し、会の動静を本会に報告する

４
年次同期会、OB・OG総会、支部総会等の決議等により、各代表
に異動が生じた場合は、速やかに会長あてに報告しなければなら
ない

５
年次同期会等が学年理事・幹事を選出した場合及び異
動が生じた場合は、速やかに会長あてに報告しなけれ
ばならない

５
年次同期会、OB・OG会、支部の代表が不在になった場合、必要
があれば役員会が会員の中から指名し、会長はその任にあたらせ
ることとする

６
年次同期会等で学年理事・幹事が事故または不在になっ
た場合、必要があれば役員会が会員の中から指名し、
会長はその任にあたらせることとする

第13条 委員会は、役員、学年理事、OB・OG会長、支部長で構成する 第13条 会長は、毎年少なくても1回、学年理事及び幹事等によ
り構成する委員会を招集し、議長を務める

２ 会長は、毎年少なくても1回、委員会を招集し、議長を務める

３ 委員会は総会に提案する年度会計の決算及び予算、事業報告・事
業計画等を議する

４ 傍聴については、会員に限りこれを認める

第19条
本会は参与をおくことができる。参与は母校の校長及び校長が指名
した者とし、委員会の承認を得て委嘱する 第19条

母校現職校長及び校長が指名した者は、役員会及び委
員会に出席し、発言することができる。会長は、会の運
営にあたりその発言を尊重しなければならない

２ 参与は、役員会及び委員会に出席し、発言することができる

第22条 本会則の定めに無い事項は役員会もしくは委員会の決議をもって定
める。必要な項目については役員会の決議をもって細則を設ける

会則改正（案）抜粋

改
正
の
理
由
と
背
景

　

今
回
、
会
則
を
大
幅
に
見
直
し
、
改
正
に

至
っ
た
理
由
と
背
景
は
、以
下
の
５
点
で
す
。

１
．
会
則
に
、
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
内
容
が

生
じ
て
い
る
こ
と

２
．
理
事
・
監
事
・
参
与
・
顧
問
の
位
置
づ

け
を
明
確
に
す
る
こ
と

３
．
ク
ラ
ブ
O
B
・
O
G
会
、
地
域
支
部
、

職
域
支
部
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る

こ
と

４
．
会
則
に
記
載
の
な
い
内
容
に
つ
い
て
細

則
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と

５
．
条
文
の
条
項
等
の
整
合
性
を
図
る
こ
と

総
会
ま
で
の
改
正
経
過

・
2
0
1
8
年
１
月
～
６
月

	

役
員
会
で
改
正
案
一
次
案
を
作
成
。

・
2
0
1
8
年
６
月

旭
窓
会
委
員
会
（
通
称
：
幹
事
会
）

を
開
催
し
、
改
正
案
を
論
議
。

・
2
0
1
8
年
７
月

役
員
会
は
論
議
の
内
容
を
踏
ま
え
、

総
会
議
案
と
な
る
改
正
案
を
決
定
。

・
2
0
1
8
年
９
月

「
旭
窓
」に
改
正
案
を
掲
載
し
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知
を
図
る
。

・
2
0
1
8
年
11
月

旭
窓
会
総
会
に
お
い
て
、
議
案
提

案
す
る
。

　

７
月
21
日
に
開
催
し
た
役
員
会
で
、

旭
窓
会
会
則
の
改
正
案
（
表
）
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
改
正
案
は
11
月
17
日
に

開
催
す
る
総
会
の
議
案
と
し
ま
す
。

　

会
則
改
正
は
、
昨
年
の
「
旭
窓
」
と

総
会
で
会
則
改
正
の
準
備
を
す
す
め
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
た
も
の
で
、

役
員
会
で
は
１
年
間
か
け
て
検
討
を
重

ね
原
案
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

６
月
30
日
、
委
員
会
で
原
案
を
説
明

し
意
見
を
求
め
ま
し
た
。
７
月
の
役
員

会
で
委
員
会
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
う

え
で
最
終
案
を
確
定
し
議
案
と
す
る
こ

と
の
了
承
を
得
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
現
会
則
に
則
っ

て
、
事
務
局
会
議
は
役
員
会
、
幹
事
会

は
委
員
会
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

会則改正（案）決まる

2018年度
総会議案
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❖
１
期
３
年
３
組

連
続
23
回
開
催

　

11
月
が
定
例
に
な
り
、
昨
年
も
３
年
３
組
（
担

任
左
近
先
生
）
の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
。
メ
ン
バ
ー

６
名
が
２
時
間
ほ
ど
た
わ
い
な
い
話
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。
お
互
い
に
年
の
せ
い
か
、
健
康
・

病
気
の
話
に
な
り
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
消
息
な

ど
の
話
に
な
る
と
、
ク
ラ
ス
会
に
出
席
で
き
た

こ
と
を
感
謝
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
連
続
23
回
目
の
ク
ラ
ス
会
で
す
。
常

連
は
８
人
。
毎
年
、
会
っ
た
と
き
に
昨
年
と
同

じ
健
康
状
態
の
顔
を
み
る
と
ホ
ッ
と
す
る
気
持

ち
が
、
宴
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

昭
和
30
年
（
1
9
5
5
年
）
卒
業
後
、
55
歳

ま
で
に
お
こ
な
っ
た
ク
ラ
ス
会
は
３
回
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
学
業
・
職
業
に

一
番
油
の
の
っ
た
時
期
で
、
一
生
懸
命
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
人
生
の
上
で
も
少
し
気
持
ち
に

余
裕
が
で
き
、
学
生
時
代
を
懐
か
し
む
気
運
に

な
り
続
い
て
き
ま
し
た
。
集
ま
る
と
懐
か
し
さ

が
い
っ
ぱ
い
で
、
来
年
も
ま
た
集
ま
り
た
い
と

い
う
雰
囲
気
に
な
り
ま
す
。

　

３
組
に
は
卒
業
時
42
名
が
在
籍
し
て
い
ま
し

た
。
卒
業
後
一
度
も
会
っ
て
い
な
い
人
々
や
、

何
回
か
参
加
さ
れ
て
そ
の
後
ど
う
し
て
お
ら
れ

る
の
か
な
と
い
う

人
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
80
歳
を

過
ぎ
、
今
一
度
お

会
い
し
た
い
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

卒
業
後
60
年
以
上

た
っ
た
こ
ん
に
ち
、
今
さ
ら
な
が
ら
と
思
わ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
今
が
最
後
の
機
会
か
と

思
い
ま
す
。
昔
に
も
ど
っ
て
た
わ
い
の
な
い
話

で
ひ
と
時
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
11
月
に
例
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
で
き
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
ら
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

１
期
３
年
３
組　

辻
村
（
片
部
）
禎

連
絡
先　

幹
事　

中
嶋　

清
介

❖ 

13
期�

古
希
同
期
会
開
催

　

2
0
1
8
年
（
平
成
30
年
）
６
月
29
日
午

後
1
時
か
ら
、
な
ん
ば
道
頓
堀
ホ
テ
ル
に
お

い
て
13
期
の
古
希
同
期
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
恩
師
根
本
先
生
・
中
山
先
生
・
二
宮
先

生
と
旭
窓
会
上
坂
会
長
に
出
席
い
た
だ
き
、

同
期
生
68
名
計
72
名
が
集
ま
り
、
盛
大
で
楽

し
い
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

古
希
同
窓
会
は
、
３
名
の
恩
師
を
交
え
て
楽

し
い
会
話
が
弾
み
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
実
に
卒
業
後
52
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し

た
人
た
ち
も
何
組
か
あ
り
ま
し
た
。

　

二
次
会
は
会
場
の
３
階
に
移
動
し
ま
し
た
が
、

参
加
予
定
の
24
名
を
上
回
る
47
名
が
参
加
。
大

盛
況
で
し
た
。

　

当
日
は
、
開
式
の
あ
と
、
発
起
人
で
あ
る
三

上
が
今
回
の
古
希
同
窓
会
の
開
催
経
緯
に
つ
い

て
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

13
期
は
、
満
50
歳
の
時
に
全
日
空
ホ
テ
ル
で

1
3
0
名
が
参
加
し
て
、
満
60
歳
の
還
暦
同
窓

会
は
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
で
94
名
が

参
加
し
て

開
催
し
て

い
ま
す
。

　

古
希
同

窓
会
の
準

備
は
、
昨

年
11
月
の

旭
窓
会
総

会
開
催
日

ま
で
全
く

な
く
、
総

会
当
日
、

旭
窓
会
か

ら
住
所
録

の
タ
ッ
グ

シ
ー
ル
と

同
期
会
開

催
支
援
金

が
あ
る
旨

を
上
坂
会

長
に
伺

い
、
昨
年

４
月
に
古
希
同
窓
会
を
実
施
し
た
12
期
の
先
輩

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
最
小
の
個
人
の

努
力
で
実
施
可
能
な
方
策
を
模
索
し
ま
し
た
。

過
去
２
回
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
道
頓
堀
ホ
テ
ル

の
宴
会
プ
ラ
ン
ナ
ー
相
模
さ
ん
と
の
出
会
い
も

あ
り
、
往
復
ハ
ガ
キ
の
印
刷
か
ら
進
行
内
容
の

打
ち
合
わ
せ
を
何
回
も
お
こ
な
い
、
開
催
に
こ

ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

過
去
２
回
の
み
ん
な
で
創
っ
て
き
た
記
念
の

会
を
消
滅
さ
せ
た
く
な
い
一
心
で
が
ん
ば
っ
て

き
ま
し
た
。
次
回
に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
恩
師
か
ら
い
た
だ
い
た
お
祝
い
金
と
残
金

あ
わ
せ
て
６
万
円
を
旭
窓
会
の
運
営
賛
助
金
と

し
て
志
納
い
た
し
ま
し
た
。
併
せ
て
報
告
い
た

し
ま
す
。13

期
古
希
同
窓
会
発
起
人　

三
上　

周
一

❖ 

19
期�

南
九
州
日
帰
り
弾
丸
ツ
ア
ー

（
知
覧
特
攻
平
和
会
館
～
薩
摩
英
国
館
～
開
聞
岳
）

　

2
0
1
8
年
7
月
19
日
、
朝
7
時
関
空
発
の

ピ
ー
チ
便
で
鹿
児
島
空
港
に
8
時
10
分
着
。
レ

ン
タ
カ
ー
で
一
路
、
知
覧
平
和
祈
念
館
へ
。
飛

び
立
つ
前
に
書
か
れ
た
手
紙
を
読
み
、
語
り
部

の
お
話
を
聴
き
ま
し
た
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世

代
で
す
が
、
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
あ
ら
た
め

て
心
か
ら
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

そ
の
あ
と
、
9
期
大
島
泰
弘
さ
ん
紹
介
の
、

薩
摩
武
家
屋
敷
傍
ら
の
、9
期
田
中
（
旧
姓
小
西
）

京
子
さ
ん
経
営
の
「
薩
摩
英
国
館
」
に
お
邪
魔

し
ま
し
た
。
田
中
先
輩
は
お
忙
し
い
中
、
わ
ざ

わ
ざ
私
た
ち
の
た
め
に
時
間
を
さ
い
て
く
だ
さ

り
、
色
々
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

薩
摩
英
国
館
の
紅
茶
は
、
全
て
自
分
の
畑
で

栽
培
し
た
有
機
農
法
の
茶
葉
か
ら
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
。
手
間
ひ
ま
か
け
て
作
ら右から３人目が　９期生　田中京子館長

同
期
会
開
催
し
ま
し
た
　
開
催
し
ま
す
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れ
た
美
味
し
い
紅
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大

阪
か
ら
こ
ち
ら
に
来
ら
れ
た
経
緯
や
、
紅
茶
作

り
に
ま
つ
わ
る
苦
労
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て

一
同
お
お
い
に
感
激
！
併
設
の
博
物
館
で
は
、

幕
末
～
明
治
維
新
に
か
け
て
の
英
国
と
日
本
に

関
す
る
貴
重
な
資
料
を
拝
見
し
ま
し
た
。
守
口

市
の
文
禄
堤
に
は
大
阪
店
が
あ
り
、
大
阪
と
九

州
を
往
復
さ
れ
て
い
ま
す
。
10
年
先
輩
の
な
ん

と
お
元
気
な
こ
と
！
後
輩
の
皆
さ
ん
も
一
度
お

店
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
本
格
的
な
英

国
紅
茶
が
い
た
だ
け
ま
す
よ
。

　

最
後
に
長
崎
鼻
へ
。
薩
摩
富
士
と
呼
ば
れ
る

開
聞
岳
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
海
越
し
に
見
え

る
開
聞
岳
は
ほ
ん
と
う
に
美
し
く
、
70
数
年
前

に
こ
の
山
を
最
後
に
見
て
、
沖
縄
へ
飛
び
立
っ

て
い
っ
た
方
々
は
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
か

と
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
19

期
の
伊
丘
依
里
さ
ん
が
C
D
「
1
9
4
5
年
の

夏
」
で
、
元
特
攻
隊
だ
っ
た
お
父
さ
ん
の
気
持

ち
を
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

帰
路
は
21
時
過
ぎ
の
ピ
ー
チ
便
で
、
22
時
30

分
頃
無
事
帰
阪
。
南
九
州
日
帰
り
弾
丸
ツ
ア
ー

で
し
た
が
、
凝
縮
さ
れ
た
中
身
の
濃
い
旅
行
で

し
た
。

19
期　

弾　

謙
次
郎
、
本
庄　

良
治
・
登
志
子
、

　

小
桜　

和
志
、
渡
辺　
　

洋　

❖ 

22
期�

気
持
ち
も
着
こ
な
し
も
気
楽
に
！

還
暦
同
期
会

　

2
0
1
7
年
11
月
11
日
、
午
後
２
時
か
ら
、

大
阪
お
初
天
神
通
り
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
本
店
で
22

期
の
還
暦
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ど
こ
か

の
ホ
テ
ル
で
と
も
考
え
ま
し
た
が
、『
気
持
ち
も

着
こ
な
し
も
気
楽
に
！
』
を
基
準
に
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
男

子
42
名
女
子

28
名
と
二
宮

金
吾
先
生
の

総
勢
71
名
で

の
開
催
予
定

で
し
た
が
、

64
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。

返
信
の
あ
っ

た
1
6
8
名

の
う
ち
参
加

可
能
だ
っ
た

の
が
64
名
で

す
。
知
り
え

る
限
り
の
同

期
生
に
連
絡
し
ま
し
た
が
、
1
0
0
通
余
り
が

宛
先
不
明
で
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

３
年
時
の
ク
ラ
ス
毎
に
集
ま
っ
た
り
、
自
己

紹
介
を
し
た
り
、
ま
さ
に
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ

の
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。
全
員
が
全
員
を

知
っ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
な
か
な
か
難
し
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
み
ん

な
に
伝
わ
る
ト
ー
ク
が
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
い
く

つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
同
窓
会
は
、『
還
暦
』
と
い
う
タ
イ
ミ
ン

グ
も
あ
り
、
他
府
県
か
ら
駆
け
つ
け
て
来
た
人

も
多
数
い
ま
し
た
。
逆
に
、
出
席
で
き
な
い
志

半
ば
の
人
も
幾
人
か
確
認
し
ま
し
た
。

　

忙
し
い
中
、
二
宮
先
生
に
出
席
し
て
い
た
だ

け
ま
し
た
。
先
生
か
ら
の
重
い
ア
ド
バ
イ
ス
と

し
て
、「
つ
ぎ
は
、
５
年
後
と
10
年
後
と
か
は
あ

か
ん
で
！
毎
年
開
催
す
る
く
ら
い
の
気
持
ち
で

い
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

22
期
の
こ
の
会
の
こ
と
が
、『
旭
窓
』
に
紹
介

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
お
詫
び
も
書
か
せ
て

下
さ
い
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
連
絡
が
欲
し
い
自
由
と
拒

む
自
由
が
あ
る
こ
と
と
理
解
し
て
い
る
つ
も
り

で
し
た
。
往
復
は
が
き
で
の
案
内
が
、
全
員
に

完
全
に
行
き
届
か
な
く
て
、
参
加
し
た
か
っ
た

の
に
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
段
階
に
お
い
て
、
22
期
の
次
回
同
窓
会
は

未
定
で
す
。

　

最
後
に
、
旭
窓
会
の
ご
支
援
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

22
期　

学
年
理
事　

中
村　

好
孝

❖ 

23
期�

還
暦
同
期
会

9
月
23
日
14
時
か
ら
、
23
期
が
大
阪
東
急
ホ

テ
ル
R
E
I
で
還
暦
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

近
況
を
語
ら
い
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
プ
レ
企
画
と
し
て
、
同
日
12
時
か

ら
旭
高
校
の
見
学
会
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

世
話
人　

大
村　

一
人
・
岩
崎　

利
晴

　

現
在
、
旭
窓
会
会
友
で
海
外
在
住
者
は
現
在

把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
元
教
員
も
含
め

て
お
よ
そ
１
０
０
名
に
な
り
ま
す
。
主
な
と
こ

ろ
は
北
米
大
陸
と
ア
ジ
ア
で
す
。
そ
の
半
数
近

く
に
年
賀
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
5
年
１
月
の
賀
状
か
ら
は
じ
ま
り

2
0
1
7
年
１
月
で
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

役
員
会
の
広
報
担
当
の
O
氏
が
旭
窓
を
発
送
し

て
い
る
㈱
サ
ラ
ト
を
通
じ
て
送
っ
て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
複
数
の
方

か
ら
お
礼
が
届
い
て
い
ま
す
。

❖ 

12
期�

ス
イ
ス
在
住　

大
橋
君
の
古
希
祝
い

わ
れ
わ
れ
12
期
生
は
、
古
希
同
期
会
を
昨
年

４
月
13
日
に
桜
の
宮
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

で
お
こ
な
い
、
83
人
の
参
加
を
得
て
古
希
の
再

会
を
祝
い
ま
し
た
。
古
希
と
い
う
こ
と
で
卒
業

年賀状が届きました
　12月に発送してようやく届いたのが2月です。旭窓会に届いたメー
ルからは、待っていただいていた様子がうかがえます。

11期
―お世話になっております。フランス在住のトレグロッサ（旧姓

立田）裕美です。昭和40年（1965年）卒業の11期生です。
　本年度も年賀状を送っていただきましてありがとうございました。

　12月消印の葉書が本日届きました。今年も送っていただいている
と思っていなかったので、とても嬉しく懐かしい気持ちになりました。

　末筆ながらますますのご活躍をお祈り申し上げます。� ２月

海
外
在
住
者
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❖
旭
籠
会�

旭
籠
会
定
時
総
会
・
懇
親
会

　

２
０
１
７
年
10
月
１
日
（
日
）、北
新
地
パ
ー

テ
ィ
ー
パ
ー
ク
で
、
旭
籠
会
定
時
総
会
・
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
永
尾
会
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
顧
問
の
根

来
理
典
先
生
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

現
況
報
告
と
上
坂
一
夫
旭
窓
会
会
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
会
計
報
告
と
活
動
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
同
会
場
に
お
い
て
懇
親
会
を
開
催
し
、

会
員
同
士
の
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
旭
籠
会
定
時
総
会
は
母
校
旭
窓
会

館
に
て
９
月
23
日
（
日
）
開
催
い
た
し
ま
す
。

「
旭
窓
」
が
届
く
と
き
に
は
開
催
済
み
で
す
が
、

総
会
に
先
立
ち
、
体
育
館
で
の
現
役
生
の
練
習

見
学
、
O
B
・
O
G
と
現
役
生
の
交
流
戦
、
フ

リ
ー
ス
ロ
ー
大
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

旭
籠
会
の
活
動
や
現
役
生
の
試
合
結
果
な

ど
をFacebook

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
現
役

生
の
活
躍
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

旭
籠
会Facebook

https://ja-jp.facebook.com
/kyokuroukai

　

ま
た
、
旭
籠
会
で
は
、
同
期
会
・
合
同
同
期

会
の
開
催
支
援
や
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

旭
籠
会（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
）

永
尾
和
成

❖
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部�

第
1
回
旭
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
同
窓
会

を
開
催
し
ま
し
た

　

2
0
1
7
年

10
月
７
日
（
土
）、

同
年
に
発
足
し

た
旭
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
同
窓
会
の

第
1
回
会
合
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

本
来
は
、
午

後
１
時
か
ら
４

時
ま
で
、
母
校

の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
汗
を
流
し
、

そ
の
後
懇
親
会

の
予
定
で
し
た
が
、
前
日
か
ら
の
雨
で
グ
ラ
ン

ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
不
良
で
テ
ニ
ス
を
お
こ

な
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

テ
ニ
ス
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
母
校
で

集
合
し
た
参
加
者
は
昔
を
懐
か
し
み
つ
つ
記

念
撮
影
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
当
日
は
旭
窓
会

の
上
坂
会
長
が
会
発
足
の
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
京
橋
に
場
所
を
移
し
懇
親
会
を
開

き
ま
し
た
。
懇
親
会
に
は
３
期
卒
業
生
で
社
会

科
教
員
・
テ
ニ
ス
部
顧
問
も
さ
れ
て
い
た
二
宮

先
生
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。

　

今
回
は
22
期
～
26
期
の
メ
ン
バ
ー
の
み
で

し
た
が
、
今
後
幅
広
い
年
代
に
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

❖
柔
道
部�

柔
道
部
O
B
の
集
い

　

今
年
6
月
2
日
、9

期
松
井（
旧
姓
小
畑
）

元
二
さ
ん
の
呼
び
か

け
で
9
期
の
柔
道
部

O
B
6
名
が
大
阪
で

再
会
し
ま
し
た
。再
会

を
機
に
、9
期
生
を
中

心
に
柔
道
部
O
B
会

を
立
ち
上
げ
よ
う
と

い
う
話
に
な
り
、9
期

生
以
外
に
も
呼
び
か

け
て
、
O
B
会
発
足
に
向
け
て
準
備
を
す
す
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
話
を
伝
え
聞
い
た
旭
窓
会
役
員
の
助

言
で
、
松
井
さ
ん
ら
は
6
月
30
日
に
開
催
さ
れ

た
旭
窓
会
委
員
会
を
傍
聴
し
、
参
加
し
た
松
井

さ
ん
か
ら
は
、
10
期
江
藤
潔
さ
ん
を
代
表
候
補

と
し
て
、
立
ち
上
げ
に
向
け
て
準
備
を
す
す
め

て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。委
員
会
終

了
後
も
多
く
の
学
年
理
事
や
ク
ラ
ブ
O
B
会

代
表
の
方
々
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
う
け
て
、
年

内
に
は
、
賛
同
者
と
立
上
げ
準
備
会
を
開
く
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

柔
道
部
O
B
の
方
で
立
上
げ
に
賛
同
さ
れ

る
方
、
準
備
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

江
藤
さ
ん
、
も
し
く
は
旭

窓
会
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。ま
た
、「
旭
窓
」に
同

封
の
総
会
案
内
は
が
き

の
通
信
欄
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
も

け
っ
こ
う
で
す
。

（
文
責　

編
集
部
）

後
初
め
て
同
窓
会

に
参
加
す
る
人
も

い
て
、
千
葉
・
東

京
・
神
奈
川
・
静

岡
・
名
古
屋
・
北

九
州
の
遠
方
か
ら

も
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

少
し
遅
れ
て
ス

イ
ス
か
ら
こ
ん
な

メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

―
―
私
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
ロ
ン
ド
ン

に
行
き
、
２
年
間
ロ
ン
ド
ン
で
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
ス
イ
ス
人
の
今
の
ワ
イ
フ
に
会
い
、
そ

の
ま
ま
ス
イ
ス
に
44
年
永
住
し
て
い
ま
す
。
７

年
前
63
歳
で
退
職
し
ま
し
た
。

　
現
役
時
代
は
、
仕
事
で
ち
ょ
く
ち
ょ
く
日
本

に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
あ
ま

り
帰
国
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
回
古
希
を
日
本
で
祝
う
こ
と
に
な
り
、
ワ

イ
フ
（
ピ
ア
）
と
息
子
（
ダ
ニ
エ
ル
）・
孫
（
ヨ

シ
ュ
ア
）
を
連
れ
て
、
日
本
旅
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
10
月
８
日
に
成
田
に
着
き
ま
す
。

２
日
間
東
京
観
光
し
た
後
、
名
古
屋
に
１
泊
し

友
だ
ち
に
会
い
、
そ
の
後
大
阪
に
い
き
ま
す
。

　

大
橋
俊
一
君
か
ら
で
し
た
。
急
な
こ
と
で
も

あ
り
、
少
人
数
の
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
会
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
仕
事
の
関
係
で
ス
イ
ス
に
関
係

の
あ
る
人
や
３
年
生
の
時
の
同
じ
ク
ラ
ス
の
人

な
ど
と
、
旭
窓
会
か
ら
の
参
加
も
得
て
古
希
同

窓
会
２
回
目
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

大
橋
君
の
奥
さ
ん
・
息
子
さ
ん
・
お
孫
さ
ん

も
交
え
、
ド
イ
ツ
語
が
飛
び
交
う
楽
し
く
懐
か

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

12
期　

中
辻　

悦
郎 12期大橋ミニ同窓会　2017.10.17

ソフトテニスOB会

O
B
会
／
O
G
会
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代表取締役　中 西 芳 樹
（ 3 8 期 生 ）

TEL 06-6996-5821　FAX 06-6996-5824

〒570-0041  守口市東郷通3-1-28

大東鋼材株式会社

国産　有機　無農薬
無添加食品　専門店

大阪市旭区森小路2-10-9
Tel & Fax 06-6952-2591
定 休 日　土曜日

本庄 良治 （19期生）

ゆうき倶楽部

米国ニューオリンズ市名誉市民賞受賞店

SINCE 1970
おかげさまで 48周年／30才までの方はライブチャージ無料だよ!！
URL：http://www.newsuntory5.jp

ジャズライブパブ

ニューサントリー5ファイブ
森 　 美 典（6期）

大阪市北区曽根崎2－10－15
（曽根崎センタービル5F）
TEL.06（6312）8912
FAX.06（6314）0267

阪急 富国生命

曽根崎署

コフレ梅田

1F  千房みずほ信託BK
梅田OSホテル

旧花月

御

　堂

　筋

お
初
天
神
通
り

曽根崎センタービル5F
ニューサントリー5

茶と歴史の館

文禄堤薩摩英国館
大阪府守口市本町２丁目４－15
TEL＆FAX ：06－7181－4175
営業時間：火～金　11：00 ～ 19：00

土・日　11：00 ～ 17：00
定休日　：月曜日、年末年始、お盆
京阪電鉄　　守口市駅東出口③より徒歩３分
地下鉄谷町線　守口駅３番出口より徒歩２分

田中 京子（９期生）
　　　旧姓：小西

２階：ギャラリー・セミナー会場
１階：ティールーム・ショップ

会長　小森嘉之（17期）

天
株式会社 辻川新聞舗

事 　 務 　 所　大阪市鶴見区鶴見 2-3-17
TEL 6930-1588
FAX 6930-1641

鶴見町販売所　大阪市鶴見区鶴見 2-4-19
TEL 6912-7349
FAX 6913-6264

結婚のお世話を２４年！

高槻市在住　旧姓   寺西

072－694－7825
na-kao@iris.eonet.ne.jp

仲人士　中 尾  弘 子（7期生）

facebook参加

マリッジ関西

次世代の印刷コミュニケーションへ

ローレル
総合法律事務所

パートナー弁護士　岩﨑　利晴（普23期生）

大阪市北区西天満4丁目3番25号 梅田プラザビル7階
電話 06-6131-0330　　FAX 06-6131-0331

2019年
生徒募集中



旭 窓 会 報（9）第46号 2018年（平成30年）９月29日

通産省認定日本バンケット事業協同組合
（株）パーティープロダクション

ジュン
　（松　田　とよ子）

（14期生）

代表取締役　中　山　かおる

〒543-0012　大阪市天王寺区空堀町4-17-602
 　　　代表　TEL（06）6762-5233

FAX（06）6765-7668
URL  http://partyjun.com

　　　

修学旅行と同じコースで
　　同窓会旅行を計画しませんか

　　　　6951-5601☎（06）　　　　6953-3086
FAX（０６）６９５４-２１０７
〒535-0011 大阪市旭区今市2丁目2番19号

代表　滝本伸幸（11期生）

コスモス観光社

畳・襖・木製建具
内装工事一式

㈱小池商店
代表取締役　小 池 　 元（18期生）

T 06－6951－5969 ／ F 06－6951－5966
http://www.koikeshoten.com

大阪市旭区高殿4-18-17

医院長　高 津 兆 雄
（20期・副会長）

日本歯周病学会専門医
日本歯科人間ドック学会認定医

高津歯科医院

大阪市旭区生江2－6－5
TEL 06－6922－2103

オーナー　青 野 　 茂（24期）

〒535－0031　大阪市旭区高殿2－2－12
TEL（06）6923－2785
FAX（06）6921－2747

セブンイレブン
大阪高殿2丁目店

〒５３８－００５３　大阪市鶴見区鶴見５－４－２３

ＴＥＬ ０６－６９１１－７４００／ＦＡＸ ０６－６９１１－７７７８

★テント金具は･･･

取締役会長　島 巻 聖 三
（７期生）

URL：http: / /www.yamaten.com

本　　社
〒541－0056
大阪市中央区久太郎町4－1－3 大阪センタービル10F
TEL 06－6245－3940（代表）　FAX 06－6245－3950
携帯番号 H.P 090－1484－4072
E-Mail  hm-house@f3.dion.ne.jp

代表取締役社長　宮 脇　広 之
（20期・副会長）  

株式会社 エムハウス

M.HOUSE CO.,LTD.

健康で快適・安全な生活環境の創造と提供
建 物 総 合 管 理

有限会社アサヒビルメンテナンスセンター

代表取締役　村 田 和 廣（14期生）

〒535-0011 大阪市旭区今市2-18-24
TEL. 06-6952-4471
FAX. 06-6952-6918

同窓会幹事代行承ります。

※㈱サラトは大阪府立旭高等学校同窓会名簿管理会社です。

TEL 0120－953－070
受付時間 9：30～12：00

 13：00～17：00

同窓会のトータルプロデュース企業

（月～金）

大阪市北区西天満4－2－12 ドムール天満201　電話 06－6361－6362　
最寄駅：地下鉄谷町線南森町駅１番出口

虚心（巧まず穏やかな心）にて、お力になりましょう

虚心総合法律事務所

弁護士　小見山 道有（普９期生）　　弁護士　宮下　凖二　　弁護士　廣瀬　勝人

関東地方在住の９期生の皆様へ
初めての試み、東京での同期会。 第１回は９月に開催します。

懐かしい友との再会を実現しましょう。
関東在住者33名へ、はがきでご案内します。
関東以外からの参加も歓迎します。

幹事役、千葉県在住　植山　武俊　
千葉県在住　大久保純子（畑野）



旭 窓 会 報2018年（平成30年）９月29日 第46号（10）

　2018年進路状況は、大学合格者数は延べ520名となりました。主な大学合格
先は表のとおりです。短期大学・専門学校も多岐にわたり進学しています。

大学合格合計 520

国公立大学 合計5（現役：3   既卒：2）
大阪教育 1
滋賀県立 1
福知山公立 1
神戸市看護 1
名護市立名桜 1

私立大学 合計（現役：503   既卒：17）
その他合格者のいる私立大学（現役
のみ）は41校
関西 20
関西学院 10
同志社 3
京都産業 16
近畿 46
甲南 5
龍谷 39
摂南 85
大阪経済 21
京都外国語 2
関西外国語 8

佛教 10
神戸学院 7
甲南女子 3
武庫川女子 3
神戸女子 2
青山学院 2
創価 1
東京農業 1
日本 1

短期大学（現役のみ）13校

看護専門学校（現役のみ）13校
大阪医療センター附属
大阪警察病院附属
大阪済生会中津
大阪済生会野江
関西医科大学附属
パナソニック健康保険組合立松下

		など					
その他の専門学校にも多数進学。

2018年度入試　合格状況

　

旭
高
校
の
校
長
に
就
任
し
て
３
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
就
任
当
初
か
ら
こ
れ
ま
で
、
上

坂
会
長
様
を
は
じ
め
と
し
て
旭
窓
会
の
皆
様

に
は
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
、
ご
支
援

を
賜
り
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
旭
窓
会
と
P
T
A
に
共
同
で
ご
支

援
い
た
だ
き
、
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
の
緞
帳
を

新
調
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
す
ば
ら
し

い
緞
帳
を
寄
贈
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
が
在
学
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
文
化
祭
に

お
い
て
は
、
ス
テ
ー
ジ
部
門
へ
の
参
加
希
望

ク
ラ
ス
が
多
か
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
現
在
で
も
続
い
て
お
り
、
実
際

に
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
生
徒
は
立
派
に
な
っ

た
緞
帳
の
裏
で
緊
張
の
面
持
ち
で
幕
が
開
く

の
を
待
ち
、
演
技
等
を
披
露
で
き
ま
し
た
。

普
段
は
ス
テ
ー
ジ
袖
に
束
ね
ら
れ
て
い
て
わ

か
り
に
く
い
で
す
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
年
は
旭
高
校
の
体
育
祭
に
と
っ

て
再
出
発
の
年
で
し
た
。
生
徒
代
表
と
係
の

教
員
が
１
月
か
ら
話
を
始
め
、
活
動
時
間
、

場
所
と
追
加
徴
収
す
る
お
金
の
ル
ー
ル
を
作

り
、
持
続
可
能
で
皆
に
応
援
さ
れ
る
体
育
祭

を
め
ざ
し
ま
し
た
。
各
団
の
三
役
を
中
心
に

し
っ
か
り
準
備
を
進
め
、
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
再
出
発
に
ふ
さ
わ
し
い
体
育
祭
に
な

り
ま
し
た
。
閉
会
式
で
は
全
員
で
校
歌
を
熱

唱
し
ま
し
た
。
65
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
感

じ
ま
し
た
が
、
旭
窓
会
の
皆
様
も
現
役
生
も

旭
高
校
が
大
好
き
で
、
校
歌
ひ
と
つ
を
と
っ

て
も
、
誇
り
を
も
っ
て
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
学
校
、
現
役
生

へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
会
誌
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
平
常
に

戻
っ
て
い
る
と
願
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
６

月
18
日
（
月
）
に
大
阪
北
部
地
震
が
あ
り
ま

し
た
。
午
前
８
時
少
し
前
で
登
校
途
中
の
生

徒
が
多
数
お
り
、
幸
い
な
こ
と
に
皆
無
事
で

あ
っ
た
も
の
の
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
を
想
定

し
て
対
応
で
き
る
安
全
な
学
校
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
旭
窓
会
の
会

員
の
皆
様
の
中
に
も
被
災
さ
れ
た
方
が
お
ら

れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い
復

旧
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

・第１回　2018年10月27日（土）午後
・第２回　2018年11月17日（土）午後
・第３回　2018年12月15日（土）午後

　旭高校では、将来旭高校を受験す
る人たちのために毎年秋にオープン
スクールを開催し、体験授業や校内
施設見学会を実施しています。クラ
ブは自由見学です。募集定員は各回
600名を予定しています。子ども世
代から孫世代が母校に入学する事例
もあります。現在は国際教養科のみ
ならず、普通科も府下全域から受験
できますので、子弟の母校受験を考
えている方はオープンスクールへど
うぞ。

2018年度
オープンスクール

大阪府立旭高等学校
校　長

横山　強

旭
窓
会
の
み
な
様
へ
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６
月
１
日
、
母
校
の
第
67
回
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
、
練
習
時
間
や

場
所
な
ど
に
問
題
が
あ
り
、

連
綿
と
続
い
て
き
た
応
援
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
外
れ
、
体

育
祭
終
了
後
に
保
護
者
や
卒

業
生
に
は
学
校
か
ら
退
場
し

て
も
ら
い
、
校
内
だ
け
の
発

表
会
と
な
り
ま
し
た
。
か
つ

て
、
体
育
祭
直
前
に
応
援
合

戦
（
当
時
は
学
年
対
抗
戦
）

が
中
止
か
と
い
う
と
き
、
学

年
集
会
を
開
き
学
校
側
と
話

し
あ
い
中
止
を
回
避
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
か
ら
外
れ
た
の
は
は

じ
め
て
で
す
。
生
徒
会
と
生

徒
有
志
は
学
校
と
改
善
策
を

話
し
合
い
、
自
ら
ル
ー
ル
作

り
を
す
る
な
ど
し
て
応
援
合

戦
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
に
復
活

し
ま
し
た
。

　

以
下
は
学
校
の
ブ
ロ
グ
か

ら
で
す
。
一
糸
乱
れ
ぬ
在
校

生
の
練
習
の
成
果
を
見
て
く

だ
さ
い
。

ク
ラ
ブ
活
動
報
告 

　

前
日
は
雨
が
降
り
心
配
し
ま
し
た
が
、
当
日
は

雨
も
や
み
、
青
空
が
広
が
る
絶
好
の
体
育
祭
日
和

に
な
り
ま
し
た
。

　

旭
高
校
の
体
育
祭
は
青
団
、
赤
団
、
黒
団
、
橙

団
の
４
つ
の
団
に
分
か
れ
て
の
対
抗
戦
形
式
で
す
。

団
分
け
も
学
年
が
混
ざ
る
縦
割
り
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
先
輩
、
後
輩
と
仲
良
く
な
る
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。
応
援
団
を
は
じ
め
ど
の
種
目
も
３
年
生

が
主
体
と
な
っ
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
護
者
の
方

や
卒
業
生
な
ど
、
朝
早
く
か
ら
た
く
さ
ん
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
の
団
と
も
競
技
を
真
剣
に
楽
し
み
、
さ
す
が

旭
高
校
と
い
え
る
、
さ
わ
や
か
な
体
育
祭
に
な
り

ま
し
た
。

第
67
回
体
育
祭

特殊詐欺　オレオレ詐欺・架空
請求詐欺・還付金詐欺などに注意

　　　大阪府警からの依頼

　オレオレ詐欺などの特殊詐欺は、年々手口
が多様化し巧妙になっています。
　昨年、大阪府下では、特殊詐欺が1,597件
発生し、被害金額は約38億円となり、深刻
な状況が続いています。息子・警察官・弁護
士と役割を決めた芝居型の詐欺も増えていま
す。新手では電子マネー（プリペイドカード）
による詐欺も増えています。
　「私はだまされない」と自信を持っている
人も詐欺に遭っています。不審な電話・メー
ル・郵便物などは、詐欺を疑い、必ず家族や
警察・消費者センターに相談してください。

　

2
0
1
7
年
度
と
2
0
1
8
年
度
（
一
部
）
の
成
績

で
す
。
一
部
、昨
年
の
「
旭
窓
」
で
報
告
し
て
い
ま
す
。

吹
奏
楽
部

　

	

2
0
1
8
年
度　

大
阪
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

北
地
区
大
会	

金
賞

　

		

2
0
1
8
年
度　

大
阪
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

大
阪
大
会	

銅
賞

放
送
部

　

	

2
0
1
8
年
度　

第
42
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　
　
　
　
　
　
　
　

2
0
1
8
信
州
総
文
祭

	

　

放
送
部
門
参
加

美
術
部

　

	

2
0
1
8
年
度　

第
70
回
高
校
展
・
絵
画
部
門　

奨

励
賞
3
名　

デ
ザ
イ
ン
自
由
部
門　

奨
励
賞
1
名

写
真
部

　

	

2
0
1
7
年
度　

夕
陽
丘
う
え
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

	

青
春
賞

　

2
0
1
8
年
度　

川
の
日
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

	

2
0
1
7
年
度　

大
阪
府
公
立
高
等
学
校
大
会	

第
3
位

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

	

2
0
1
7
年
度　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選　

新
人
戦
参
加

　
　

	

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
予
選
2
回
戦
ま
で
進
出

　

2
0
1
8
年
度　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
2
回
戦
ま
で
進
出

　
　

	

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
予
選
2
回
戦
ま
で
進
出

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

2
0
1
7
年
度　

グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ

　
　

1
年
生
の
部　
　

シ	

ン
グ
ル
ス	

準
優
勝　

　
　

2
年
生
の
部　
　

シ
ン
グ
ル
ス	

ベ
ス
ト
8

　

2
0
1
8
年
度　

全
国
高
校
総
体
大
阪
府
予
選

　
　

ダ
ブ
ル
ス
Ⅱ
部	

ベ
ス
ト
32

男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

　

2
0
1
7
年
度　

学
区
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　

シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
・
団
体
各
部　

第
３
位

女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

　

2
0
1
8
年
度　

大
阪
高
校
総
体
テ
ニ
ス
大
会
予
選

　
　

シ
ン
グ
ル
ス　

3
回
戦
進
出　

1
名

　
　

ダ
ブ
ル
ス　
　

3
回
戦
進
出　

２
組

陸
上
競
技
部

　

2
0
1
7
年
度　

大
阪
府
高
校
総
体　

地
区
予
選
会

	

　

中
央
進
出
4
名

　

2
0
1
8
年
度　

大
阪
府
高
校
総
体　

地
区
予
選
会

	

中
央
進
出
7
名

剣
道
部

　

	

2
0
1
7
年
度　

大
阪
府
立
高
校
第
２
ブ
ロ
ッ
ク　

剣
道
大
会	

女
子
準
優
勝

　

	

2
0
1
8
年
度　

大
阪
府
立
高
校
第
2
ブ
ロ
ッ
ク　

剣
道
大
会	

女
子
準
優
勝

サ
ッ
カ
ー
部

　

2
0
1
7
年
度　

上
位
A
グ
ル
ー
プ
に
昇
格

　

2
0
1
8
年
度　

J
F
A　

U

−

18
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

	

　

A
グ
ル
ー
プ
首
位
（
8
月
末
時
点
）
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校
長
先
生
の
あ
い
さ
つ
に
あ
る
よ
う
に
、
旭

の
在
校
生
も
卒
業
生
も
校
歌
が
大
好
き
で
す
。

旭
窓
会
総
会
や
同
期
会
・
O
B
会
で
も
、
卒

業
後
何
年
た
っ
て
も
、
3
番
の
歌
詞
ま
で
し
っ

か
り
覚
え
て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

旭
高
校
の
校
歌
は
、
当
時
在
任
し
て
い
た
二

人
の
先
生
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
恩
師
が
作
詞

作
曲
し
た
と
い
う
珍
し
い
校
歌
で
す
。

作
詞
　
明
珍
　
　
昇 

先
生

　  
着
任
1
9
5
9
年（
昭
和
34
年
）９
月

　  
離
任
1
9
6
2
年（
昭
和
37
年
）３
月

　

明
珍
先
生
は
、
８
期
生
が
１
年
生
の

1
9
5
9
年
９
月

に
旭
高
校
に
着

任
。
翌
年
９
期
生

の
１
年
６
組
と
同

２
年
１
組
を
担

任
。
1
9
6
2
年
４
月
、
高
津
高
校
へ
転
任
。

　

在
任
期
間
は
２
年
６
ヶ
月
と
短
く
、
そ
の

間
、
旭
高
校
に
在
籍
し
て
い
た
の
は
６
期
生
か

ら
10
期
生
で
す
。
２
年
半
の
短
い
勤
務
で
し
た

が
、
愛
さ
れ
る
校
歌
の
作
詞
者
と
し
て
今
な
お

語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

1
9
4
8
年
、
18
歳
で
「
大
阪
港
ま
つ
り
」

の
詩
公
募
に
入
選
。
1
9
6
6
年
、
第
二
詩
集

「
夕
陽
の
柩
」
を
出
版
。
跋
文
は
小
野
十
三
郎
。

出
版
記
念
祝
賀
会
に
参
加
し
た
９
期
生
も
い

ま
す
。
作
詞
や
評
論
、講
演
活
動
だ
け
で
な
く
、

大
阪
市
民
の
歌
・
柏
原
市
歌
・
堺
女
子
短
期
大

学
校
歌
作
詞
な
ど
多
く
の
校
歌
や
市
歌
の
作

詞
を
し
て
い
ま
す
。

作
曲
　
片
岡
　
通
昭 

先
生

　  

着
任
1
9
5
6
年（
昭
和
31
年
）６
月

　  

離
任
1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）３
月

　

片
岡
先
生
は
、

音
楽
科
の
担
任
と

合
唱
部
と
柔
道

部
の
顧
問
を
兼

任
。
昭
和
36
年

（
1
9
6
1
年

）

朝
日
新
聞
社
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
大
阪

府
３
位
、
毎
日
新
聞
社
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
優
勝
し
て
い
ま
す
。

　

先
生
と
い
う
よ
り
、
高
名
な
プ
ロ
の
歌
手
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
オ
ペ
ラ
に
出
演
。
テ
ノ
ー
ル
歌

手
と
し
て
N
H
K
を
は
じ
め
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
に
も
数
多
く
出
演
し
て
い
ま
し
た
。

　

明
珍
先
生
作
詞
の
校
歌
や
市
歌
約
40
編
の

う
ち
、
片
岡
先
生
の
作
曲
が
多
く
あ
る
そ
う
で

す
。会

友
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

�
先
生
方
の
思
い
出

明
珍
先
生
は
、
昭
和
23
年
（
1
9
4
8

年
）、
私
が
大
阪
市
立
豊
崎
本
庄
小

学
校
１
年
生
の
時
の
担
任
で
す
。
関
西
大
学
専

門
部
在
学
で
、
の
ち
に
関
西
大
学
文
学
部
と
同

大
学
院
を
出
て
お
ら
れ
ま
す
。
１
年
生
の
遠
足

の
写
真
で
は
、
先
生
は
ま
だ
学
生
服
で
し
た
。

1
9
5
9
年
、
旭
高
校
に
着
任
さ
れ
た
と
き
は

驚
き
ま
し
た
。
小
野
十
三
郎
・
安
西
冬
衛
な
ど

高
名
な
詩
人
に
師
事
さ
れ
、
作
詞
も
多
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

	

６
期　

豊
田　

紀
勝

片
岡
先
生
に
は
、
３
年
間
音
楽
を
習
い

ま
し
た
。
放
送
部
で
し
た
が
、テ
ナ
ー

の
部
員
が
少
な
い
と
無
理
や
り
駆
り
出
さ
れ

ま
し
た
。
オ
ペ
ラ
に
出
演
さ
れ
て
い
た
先
生
で

す
が
、
合
唱
部
の
指
導
で
は
、
一
小
節
か
二
小

節
し
か
美
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ず
、
１
曲
分

全
部
を
披
露
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
N
H
K
の
小
中
学
生
向
け
の
番
組
に
出

演
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
た
び
家
族
に
自
慢

し
た
も
の
で
す
。

　

体
格
の
い
い
片
岡
先
生
は
、
柔
道
部
の
顧
問

で
も
あ
り
、
周
囲
を
困
ら
せ
て
い
た
生
徒
に
組

み
手
を
し
な
が
ら
根
気
よ
く
「
義
」
と
「
和
」

の
心
を
説
き
諭
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

音
楽
の
プ
ロ
で
あ
り
な
が
ら
、
正
義
感
の

強
い
体
育
会
系
の
先
生
は
稀
有
な
存
在
で
す
。

残
念
な
こ
と
に
昭
和
55
年
（
1
9
7
0
年
）
急

死
さ
れ
ま
し
た
。

	

９
期　

北
岡　

正
臣

親
し
ま
れ
る

�

旭
高
校
校
歌

こ
の
紙
面
作
成
で
は
、
６
期
豊
田
・
９
期
北
岡
・

大
島
各
位
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま
に
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
中
敬
称
略
）

大
阪
府
立
旭
高
等
学
校
校
歌

作
詞　

 

明
珍 　

昇

作
曲 　

片
岡 

通
昭

一  

ゆ
た
か
に
ひ
た
す　

大
地
の
息
吹
き

　

  

思
い
あ
ふ
れ
て　

流
れ
る
淀
よ

　

  

ゆ
く
水
の　

い
の
ち
あ
ら
た
に

　

  

み
お
つ
く
し　

愛
と
ま
こ
と
の

　

  

光
か
が
や
く　

あ
あ  

旭

二  

晴
れ
ゆ
く
生
駒
の　

い
た
だ
き
映
え
て

　

  

さ
や
か
に
わ
た
る　

み
ど
り
の
風
よ

　

  

ゆ
く
雲
の　

あ
か
ね
照
り
そ
う

　

  

和
の
こ
こ
ろ　

ひ
ろ
く
あ
き
ら
か
に

　

  

光
か
が
や
く　

あ
あ  

旭

三  

ゆ
く
手
は
る
か
に　

日
か
げ
は
み
ち
て

　

  

あ
こ
が
れ
遠
き　

わ
れ
ら
の
道
よ

　

  

創
造
の　

ま
な
こ
す
ま
し
て

　

  

お
お
ら
か
な　

の
ぞ
み
の
空
に

　

  

光
か
が
や
く　

あ
あ  

旭

昭
和
35
年（
1
9
6
0
年
）制
定




